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／
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史
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徳
島
大
学
病
院
に
お
け
る
放
射
線
科
は
、
放

射
線
診
断
科
と
放
射
線
治
療
科
に
分
か
れ
て
お

り
、
放
射
線
診
断
科
に
は
後
期
研
修
医
を
含
め

る
と
15
名
の
医
師
が
所
属
し
、
画
像
診
断
お
よ

び
核
医
学
検
査
・
Ｉ
Ｖ
Ｒ
等
に
従
事
し
て
い
る
。

　

同
科
が
保
有
し
て
い
る
主
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
は
、

画
像
診
断
用
の
Ｃ
Ｔ
が
３
台
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
１・５

テ
ス
ラ
１
台
と
３
テ
ス
ラ
２
台
の
計
３
台
。
こ

の
他
、
血
管
撮
影
装
置
２
台
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
‐
Ｃ
Ｔ

１
台
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
２
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
‐

Ｃ
Ｔ
１
台
、
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
１
台
な
ど
を
有
し

て
い
る
。

　

放
射
線
診
断
科
の
陣
容
に
つ
い
て
、
同
科
の

科
長
で
あ
る
徳
島
大
学
大
学
院 

医
歯
薬
学
研
究

部 

放
射
線
医
学
分
野 

教
授
の
原
田
雅
史
氏
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
診
断
科
は
決
し
て
人
数
が
多
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
等
の
画
像
診
断

は
も
と
よ
り
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
や
核
医
学
ま
で
、
幅
広

く
画
像
診
断
・
放
射
線
科
業
務
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
核
医
学
分
野
で
は
、
県
内
唯
一
の
サ

イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
を
設
置
し
た
上
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
‐

Ｃ
Ｔ
２
台
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
‐
Ｃ
Ｔ
を
稼
働
さ
せ

る
な
ど
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、

Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
関
し
て
も
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
‐
Ｃ
Ｔ
を
置
き
、

専
門
医
２
名
が
診
療
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

療
体
制
が
築
け
て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
」

　

徳
島
大
学
病
院
は
、
隣
接
す
る
徳
島
県
立
中

央
病
院
と
「
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
ゾ
ー
ン
構
想
」

に
よ
る
医
療
拠
点
の
構
築
を
進
め
て
い
る
が
、

脳
卒
中
に
よ
る
救
急
搬
送
の
患
者
は
、
徳
島
県

立
中
央
病
院
か
ら
も
搬
送
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
い
う
。

　

Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
現
況
と
課
題
に
つ
い
て
、
原

田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
頭
部
ば
か
り
で
な
く
、

肝
臓
や
骨
盤
、
骨
軟
部
の
検
査
も
多
く
て
、
い

わ
ゆ
る“
予
約
待
ち
”が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
前
述
し
た
救
急
な
ど
の
至
急
検
査

枠
や
、
外
来
で
も
検
査
を
急
ぐ
必
要
の
あ
る
症

　

徳
島
大
学
医
学
部
の
学
生
は
、
他
の
地
域
の

出
身
者
が
多
く
、
今
年
は
徳
島
県
出
身
者
の
入

学
が
２
割
、
四
国
全
域
か
ら
で
も
３
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
卒
業
後
、

大
学
に
残
る
医
師
が
少
な
い
の
が
悩
み
の
種
で

す
が
、
幸
い
に
放
射
線
科
は
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン

ト
に
入
局
者
が
お
り
、
多
い
時
は
４
名
が
入
局

す
る
な
ど
、
人
気
が
あ
る
診
療
科
の
１
つ
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

検
査
件
数
は
Ｃ
Ｔ
３
台
で
１
日
約
90
件
、
Ｍ

Ｒ
Ｉ
３
台
で
１
日
50
～
60
件
の
検
査
を
実
施
し

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
同
院
で
は
再
整
備
し

た
中
央
診
療
棟
に
手
術
室
や
救
急
集
中
治
療
部
、

そ
し
て
放
射
線
部
が
集
約
さ
れ
て
い
る
が
、
病

院
が
注
力
し
て
い
る
救
急
医
療
に
お
い
て
も
放

射
線
科
の
役
割
は
大
き
い
と
原
田
氏
は
話
す
。

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
は
24
時
間
体
制
を
と
っ
て
お
り
、

脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
と
緊
密
な
連
携
を
と
っ
て
、

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
緊
急
の
検
査
お
よ
び

画
像
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
時
間

外
は
放
射
線
科
医
も
検
査
し
て
い
ま
す
」

　

他
の
診
療
科
と
の
連
携
も
重
視
し
て
い
る
と

原
田
氏
は
話
す
。

「
他
の
診
療
科
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
に
は
、

放
射
線
診
断
科
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
の
専
門

家
が
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
各
診
療
科

と
緊
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
よ
う

に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

　

幸
い
に
当
院
は
、
病
床
数
の
規
模
で
は
徳
島

県
最
大
の
病
院
で
あ
る
割
に
は
、
徳
島
大
学
出

身
者
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
を
保
ち
、
大
変
風
通
し
の
よ
い
診

例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
至
急
検
査
枠
に
加
え
、

明
日
・
明
後
日
枠
等
も
設
け
て
緊
急
検
査
に
対

応
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
関
し
て
は
潜
在
的

な
需
要
も
多
く
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
台
数
を
増
や
せ
ば
、

こ
の
よ
う
な
事
態
も
緩
和
で
き
る
の
で
し
ょ
う

が
、
経
営
面
の
問
題
も
あ
り
、
現
状
は
３
台
体

制
で
診
療
を
進
め
て
い
く
方
針
で
す
」

　

放
射
線
診
断
科
で
は
、
本
年
３
月
、
３
台
あ

る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
う
ち
、
２
台
あ
っ
た
１
・５
テ
ス
ラ

装
置
を
更
新
。
１
台
は
１
・５
テ
ス
ラ
の
ま
ま
だ

大学病院が選んだ2台目の３TMRIは、
着脱式寝台と大径“楕円”ボアを有する
オールマイティで安全な高機能機だった
徳島県で唯一の大学病院であり、また最大規模の医療機関として、地域の医療を担ってきている徳島大学病院。
同院放射線科は、2017年３月にＭＲＩの更新期を迎え、新たに２台目の３テスラＭＲＩの導入を果たした。
従前からの３テスラ MRI が頭部を主領域にしてきたのに対し、整形領域、体幹部までをカバーするために、
新ＭＲＩは幅広い領域での高質、多彩な画像描出力に加え、安全性や使い勝手の良さまでも望まれたのである。
新機導入に関わった放射線診断科 科長／教授の原田雅史氏らに、導入の経緯と有用性について話を聞いた。

1961 年徳島県生まれ。1986 年徳島大学医学部卒。1990 年同大大学院医学研究科
博士課程内科系専攻修了。同大学医学部助手（放射線医学教室）、1992 年米国ペ
ンシルバニア医学部生理・生化学教室研究員（Research Associate）、1996 年徳島
大学講師医学部附属病院（放射線科）、米国ミネソタ大学医学部 MR 研究センター

（CMRP）（文部省在外研究員、Director: Prof. Kamil Ugurbil）（1997 年 12 月まで）。
2002 年徳島大学医学部保健学科診療放射線技術学講座教授、2006 年同大大学院
教授医用情報科学講座、2008 年同大大学院教授ヘルスバイオサイエンス研究部画像
情報医学分野、2011 年同大大学院放射線科学分野教授として現在に至る。

原田雅史（はらだ・まさふみ）氏
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頭
部
だ
け
で
な
く
体
幹
部
検
査
も
高
画
質

オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ダ
ー
な
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「T

R
ILLIU

M
 O

V
A

L

」

徳島大学病院が導入した 3 テスラMRI「TRILLIUM 
OVAL」。高画質化実現のため4ch独立RF 照射コイル
を採用、加えて検査室内で被検者情報や同期検査用に
生体波形を確認できる「WIT Monitor」を搭載するなど、
ワークフロー向上のための技術が盛り込まれている
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が
、
も
う
１
台
を
３
テ
ス
ラ

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
た
。
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を

２
台
に
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
原
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
最
近
の
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
、
頭
部
だ
け
で
な
く
体
幹

部
の
画
像
に
関
し
て
も
高
画

質
化
が
進
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
１・５
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
２
台
の
更
新
に
関
し
て
は

１
台
を
３
テ
ス
ラ
装
置
に
す

る
と
し
て
仕
様
書
を
作
成

し
、
入
札
を
実
施
し
た
の
で

す
。
そ
の
結
果
、
日
立
製
作

所
製
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

『T
RILLIU

M
 O

V
A

L

（
ト

リ
リ
ア
ム 

オ
ー
バ
ル
）』
の

　

な
お
、
画
像
に
関
し
て
は
、
私
が
日
立
製
の

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
使
用
経
験
が
他
施
設
で
あ
り
、
そ
の

こ
と
か
ら
同
社
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
画
像
に
つ
い
て
は
全

く
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

特
筆
す
べ
き
こ
と
と
し
て
、
冷
凍
手
術
器

『CryoH
it

（GA
LIL M

ED
ICA

L

社
製
／
販

売
：
日
立
製
作
所
）』
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
併
用
利
用
で

き
る
点
も
メ
リ
ッ
ト
と
考
え
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
と

同
時
に
購
入
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

冷
凍
手
術
器
は
、
Ｉ
Ｖ
Ｒ
チ
ー
ム
か
ら
強
い

要
望
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
現
在
限
ら
れ
た

疾
患
で
の
み
実
施
さ
れ
て
い
る
が
今
後
広
ま
っ

て
い
く
だ
ろ
う
と
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
徳

島
県
内
で
は
ま
だ
導
入
事
例
が
な
く
、
凍
結
治

療
の
主
な
症
例
で
あ
る
腎
臓
腫
瘍
の
患
者
さ
ん

導
入
に
至
り
ま
し
た
」

　

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
導
入
に
際
し
、
同
院
が
求

め
た
装
置
の
要
件
に
つ
い
て
、
原
田
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
３
テ
ス
ラ
と
い
う
性
能
故
に
、
画
像
の
品
質
の

高
さ
へ
の
要
求
は
言
わ
ず
も
が
な
で
し
た
。
ま

た
、
緊
急
検
査
を
重
視
す
る
運
用
を
考
慮
す
る

と
、
着
脱
式
の
検
査
ベ
ッ
ド
は
従
来
装
置
か
ら

使
用
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、
必
須
要
件
で
し

た
ね
。

　

ま
た
、『T

RILLIU
M

 O
V

A
L

』
の
大
き
な

特
徴
で
あ
る
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
（
楕
円
）
ボ
ア
は
、
躯

幹
部
や
骨
軟
部
な
ど
、
病
変
が
身
体
の
中
心
に

な
く
偏
在
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
有
利

で
あ
ろ
う
と
感
じ
ま
し
た
。

の
何
名
か
は
凍
結
治
療
の
た
め
に
岡
山
大
学
へ

送
ら
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
当
院
で
も
実
施

す
べ
き
と
考
え
、
導
入
を
決
め
ま
し
た
。
病
院

経
営
層
に
つ
い
て
も
、
患
者
さ
ん
の
流
出
を
防

ぐ
こ
と
は
大
学
と
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

と
賛
同
し
て
頂
い
た
の
で
す
」

　

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「T

RILLIU
M

 O
V

A
L

」

は
、
着
脱
可
能
な
寝
台
「W

IT
 M

obile 
T

able

」
を
採
用
。
ガ
ン
ト
リ
か
ら
外
し
た
状
態

で
も
寝
台
の
高
さ
を
電
動
で
調
節
す
る
こ
と
が

で
き
、操
作
者
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。ま
た
、

造
影
検
査
時
の
機
材
置
場
や
寝
台
移
動
時
の
被

検
者
落
下
防
止
に
使
用
で
き
る
ア
ー
ム
ボ
ー
ド
、

「TRILLIUM OVAL」のコンソール。コンソールのモニタ画面は日本語表示にも対応、
診療放射線技師にとって操作性の高いものとなっている

横幅 74 ㎝の OVAL（楕円）ボアを採用。
開放感を被検者に与えるとともに、肩など
体軸から外れた部位でも、磁場の中心近
くでより高画質な撮像を可能としている

寝 台 に 着 脱 可 能 な「WIT 
Mobile Table」。検査室外で
被検者の乗せ替えることで吸着
事故のリスクを低減、操作者で
ある看護師や診療放射線技師
の負担を軽減している

操
作
者
の
負
担
軽
減
を
実
現
し
、

医
療
安
全
に
も
大
き
く
寄
与

着
脱
可
能
な
寝
台
「W

IT M
obile Table

」

専
用
の
点
滴
棒
等
を
搭
載
す
る
な
ど
、
き
め
細

や
か
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
特
長
で

あ
る
。
着
脱
式
寝
台
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

原
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
着
脱
式
の
寝
台
は
、
患
者
さ
ん
の
ベ
ッ
ド
移
動

が
１
回
で
済
む
の
で
、
検
査
を
担
当
す
る
診
療

放
射
線
技
師
や
看
護
師
に
と
っ
て
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
ね
。

　

検
査
に
関
す
る
負
担
も
で
す
が
、
患
者
ベ
ッ

ド
移
動
を
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
室
外
で
で
き
る
の
で
、

金
属
に
関
す
る
事
故
の
予
防
に
効
果
的
で
あ
り
、

医
療
安
全
に
貢
献
す
る
と
い
う
点
で
有
用
性
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

な
お
、「T

RILLIU
M

 O
V

A
L

」
検
査
画
像

に
つ
い
て
も
、
原
田
氏
は
高
く
評
価
し
て
い
る

と
話
す
。

「
従
来
か
ら
設
置
し
て
い
る
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ

は
、
ほ
ぼ
頭
部
専
用
の
装
置
と
し
て
運
用
し
て

い
ま
す
が
、『T
RILLIU

M
 O

V
A

L

』
に
つ
い

て
は
、
頭
部
だ
け
で
な
く
体
幹
部
の
撮
影
も
実

施
し
て
、
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
な
性
能
を
有
し
て

い
る
な
ど
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
ボ
ア
に
よ
っ
て
整
形
領
域
の
検
査

も
し
や
す
い
で
す
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ
に
依
存
す

る
撮
影
に
関
し
て
は
、
導
入
直
後
と
い
う
こ
と

も
あ
り
若
干
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
ら
を
詰
め
て
い
け
ば
、
十
分
満
足
で
き
る
画

像
を
得
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
立
製
作
所
は
国
内
メ
ー
カ
ー
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
対
応
も
迅
速
で
、

大
変
評
価
し
て
い
ま
す
」

　

な
お
、
原
田
氏
の
述
べ
た
と
お
り
、
３
台
の

Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ

Ｉ
を
頭
部
専
用
に
、
１・５
テ
ス
ラ
装
置
を
体
幹

３テ スラＭＲＩ「 T R I L L I U M  O V A L 」 の 臨 床 画 像 ①

脳 腫 瘍 例 （ 髄 膜 腫 疑 い ）

３テ スラＭＲＩ「 T R I L L I U M  O V A L 」 の 臨 床 画 像 ②

骨・軟 部 （ 大 腿 骨 転 子 部 骨 折 ） M R C P

造 影 後 3 D P B S G
（TR5.5ms, TE2.7ms）

S T I R 冠 状 断
（TR3200ms, TE65ms, TI250ms） 造 影 後 3 D R S S G

（TR18ms, TE3.3ms）

F S E  （TR3000ms, TE756ms）

（    ）10新　医　療　2017年6月号（    ）11 新　医　療　2017年6月号



「OVAL（楕円）ボアは、整形領域で
の検査がとてもしやすいですね」と話
す放射線部 主任技師の川下隆宏氏

「今年度中に凍結治療の臨床利用を実
現し、腎臓がん以外の領域にも挑戦し
ていきたい」と話す岩本誠司氏

徳島大学病院

住　所：徳島県徳島市蔵本町 2-50-1
理事長：永廣信治
病床数：696 床

徳島県唯一の特定機能病院として、同県の医
療を支える徳島大学病院は、医科診療部門と
歯科診療部門をもち、医科 26 診療科、歯科
10 診療科と 53 中央診療施設等からなってい
る。平成 27 年度の外来患者数は約 43 万
2000 人、入院患者数は約 22 万人に達し、
手術件数も約 6100 件と文字どおり徳島県下
の中核病院としての機能を果たしている。

比
べ
て
凍
結
治
療
が
優
れ
て
い
る
点
は
、
痛
み

が
少
な
い
こ
と
、
タ
ン
パ
ク
変
性
が
起
こ
り
に

く
く
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
周
辺
組
織
の
ダ
メ
ー
ジ
が

少
な
い
こ
と
、
繰
り
返
し
治
療
が
可
能
な
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
小
型
の
腎
臓
が
ん
に
対
す
る
治
療
の

み
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
骨

軟
部
腫
瘍
や
子
宮
筋
腫
な
ど
へ
の
適
用
拡
大
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
全
国
で

凍
結
治
療
を
実
施
す
る
施
設
は
増
え
て
お
り
、

前
述
の
と
お
り
、
四
国
で
も
高
知
大
学
で
治
療

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
院
で
も
治
療
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
今
年
度

中
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
凍
結
療
法
を
開

始
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

徳
島
大
学
病
院
で
は
、
ま
ず
は
保
険
適
用
の

腎
臓
が
ん
か
ら
治
療
を
始
め
、
そ
の
後
、
骨
軟

部
検
査
お
よ
び
従
来
患
者
と
の
比
較
検
査
用
に
、

そ
し
て
「T

RILLIU
M

 O
V

A
L

」
は
頭
部
と
整

形
領
域
、
骨
軟
部
組
織
な
ど
の
検
査
に
使
用
し

て
い
る
と
い
う
。

　

同
院
放
射
線
部
で
は
、
４
名
の
診
療
放
射
線

技
師
が
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
担
当
し
て
い
る
。
同
部

主
任
技
師
の
川
下
隆
宏
氏
は
、
新
し
い

「T
RILLIU

M
 O

V
A

L

」
の
運
用
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
話
す
。

「
従
来
装
置
と
同
様
、
着
脱
式
寝
台
な
の
で
、
歩

け
な
い
患
者
さ
ん
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
は
検

査
室
外
で
安
心
し
て
で
き
る
の
は
有
り
難
い
で

す
ね
。
ま
た
、
ボ
ア
の
形
が
オ
ー
バ
ル
（
楕
円
）

な
の
で
、
整
形
領
域
な
ど
の
病
変
を
セ
ン
タ
ー

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
寄
せ
て
検
査
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
診
療
放
射
線
技
師
の

立
場
か
ら
は
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

画
像
の
品
質
は
、１・５
テ
ス
ラ
か
ら
３
テ
ス
ラ

に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
も
あ
り
、
画
質
は

断
然
良
く
な
り
ま
し
た
。
従
来
の
３
テ
ス
ラ
装

置
は
、
ほ
ぼ
頭
部
専
用
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
し
て
稼
働
し

て
い
る
の
に
対
し
、『T

RILLIU
M

 O
V

A
L

』

は
頭
部
と
体
幹
部
の
双
方
を
検
査
し
て
い
ま
す
。

言
わ
ば
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
シ
ン
で
す
ね
。

　

た
だ
、
検
査
装
置
の
指
定
は
、
オ
ー
ダ
す
る

各
診
療
科
の
先
生
が
行
う
た
め
、
頭
部
に
関
し

て
は
従
来
装
置
に
オ
ー
ダ
が
集
中
し
や
す
い
こ

と
が
課
題
で
す
ね
。
体
幹
部
検
査
に
関
し
て
は

１・５
テ
ス
ラ
装
置
に
検
査
の
し
わ
寄
せ
が
き
て

い
る
の
で
、
各
診
療
科
と
の
連
携
を
深
め
、
３

部
腫
瘍
の
治
験
等
に
取
り
組
む
考
え
だ
。

「
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ガ
イ
ド
下
で
の
凍
結
治
療
は
ハ
ー
ド
ル

も
多
い
の
で
、
ま
ず
は
Ｉ
Ｖ
Ｒ
‐
Ｃ
Ｔ
下
で
の

凍
結
治
療
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ガ
イ
ド
下
の
凍
結
治
療
に
つ

い
て
は
、
Ｃ
Ｔ
と
比
べ
て
被
ば
く
が
な
い
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
し
、
日
立
製
作
所
は

他
施
設
で
の
実
績
も
多
い
の
で
、
ぜ
ひ
協
力
を

得
な
が
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ガ
イ
ド
下
の
凍
結
治
療
実
施

に
つ
な
げ
た
い
で
す
ね
。

　

当
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
オ
ー
プ
ン
型
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、『T

RILLIU
M

 O
V

A
L

』
は
Ｏ
Ｖ
Ａ

Ｌ
型
で
通
常
の
ボ
ア
に
比
べ
て
広
い
の
で
、
そ

の
優
位
性
が
生
か
せ
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い

ま
す
」

　

互
い
に
競
い
合
い
な
が
ら
進
化
を
続
け
て
い

る
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
つ
い
て
、
原
田
氏
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

「
最
近
の
Ｃ
Ｔ
は
、検
出
器
の
列
数
が
増
え
た
り
、

検
出
器
の
ク
オ
リ
テ
ィ
やD

ual Energy

撮
影

な
ど
に
よ
っ
て
機
能
的
な
検
査
も
実
施
で
き
る

台
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
効
率
的
に
運
用
し
て
い
け
る
よ

う
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

「T
RILLIU

M
 O

V
A

L

」
の
更
新
作
業
は
約
１
ヵ

月
で
完
了
し
た
と
い
う
。
２
台
更
新
と
い
う
こ

と
で
、
検
査
業
務
に
支
障
が
出
る
こ
と
を
憂
慮

し
て
い
た
が
、
そ
れ
も
杞
憂
に
終
わ
っ
た
と
川

下
氏
は
話
す
。

「
検
査
待
ち
の
患
者
さ
ん
が
多
い
中
、
迅
速
に
Ｍ

Ｒ
Ｉ
を
更
新
し
て
も
ら
っ
て
、
日
立
製
作
所
の

ス
タ
ッ
フ
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
コ
イ
ル
の
充
実
化
、
画
像
処
理
速
度

の
向
上
な
ど
、
よ
り
一
層
の
性
能
ア
ッ
プ
を
期

待
し
た
い
で
す
ね
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
Ｃ
Ｔ
と
比
べ
て

検
査
件
数
を
増
や
す
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
今

後
は
高
速
撮
影
の
た
め
の
性
能
強
化
が
重
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
「T

RILLIU
M

 O
V

A
L

」

稼
働
と
同
時
に
同
院
が
導
入
し
た
の
が
、
冷
凍

手
術
器
「CryoH

it

（ GA
LIL M

ED
ICA

L

社

製
／
販
売
：
日
立
製
作
所
）」
で
あ
る
。

　

同
手
術
器
運
用
の
責
任
者
で
あ
る
放
射
線
診

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
機
能

的
な
検
査
に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
一
日
の
長
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｃ
Ｔ
で
は
被
ば
く
の
問
題
が
避
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｔ
の
低
線
量
技
術
は
大
き
く
進

歩
し
て
い
ま
す
が
、
高
機
能
化
に
伴
い
、
全
体

と
し
て
被
ば
く
線
量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
し
、
小
児
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
た
と
え
少
量

と
言
え
ど
も
、
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　

で
す
か
ら
、
同
じ
機
能
検
査
を
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
今
後
も
重
視
さ
れ
て
い

く
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
う
あ
る

べ
き
で
す
。

　

た
だ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
も
技
術
的
進
展
を
続
け
て
い

る
も
の
の
、
ま
だ
ま
だ
病
院
に
お
け
る
設
置
台

数
が
少
な
く
、
結
果
、
検
査
の
待
ち
時
間
が
長

い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
べ
く
、
今
後
の
Ｍ

Ｒ
Ｉ
に
は
、
よ
り
一
層
の
高
機
能
化
と
高
速
撮

影
機
能
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

断
科 

副
科
長
の
岩
本
誠
司
氏
は
、「CyroH

it

」

導
入
の
背
景
と
な
る
同
院
で
の
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
現
況

を
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
診
断
科
で
は
、
私
を
含
め
２
名
の
Ｉ
Ｖ

Ｒ
専
門
医
が
動
脈
塞
栓
術
、
Ｃ
Ｔ
ガ
イ
ド
下
の

生
検
、
Ｃ
Ｖ
ポ
ー
ト
の
留
置
と
動
注
化
学
療
法

を
中
心
に
Ｉ
Ｖ
Ｒ
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
他
の
施
設
で
多
く
行
わ
れ
て
い
る
肝
臓
が

ん
に
対
す
る
Ｔ
Ａ
Ｅ
を
当
院
で
は
消
化
器
内
科

が
実
施
し
て
い
る
た
め
、
年
間
で
１
４
０
件
程

度
の
実
績
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

凍
結
治
療
に
つ
い
て
は
、
四
国
・
中
国
エ
リ

ア
で
は
岡
山
大
学
が
有
名
で
す
が
、
先
般
、
高

知
大
学
で
も
凍
結
治
療
が
始
ま
り
、
日
本
Ｉ
Ｖ

Ｒ
学
会
で
も
講
習
会
が
開
か
れ
る
な
ど
、
全
国

的
に
凍
結
治
療
が
広
ま
る
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
当
院
で
も
凍
結
療
法
を
実
施

し
た
い
と
原
田
教
授
に
要
望
し
た
結
果
、
快
諾

を
得
た
と
い
う
わ
け
で
す
」

　

GA
LIL M

ED
ICA

L

社
製
の
冷
凍
手
術
器

「CryoH
it

」
は
、
が
ん
組
織
等
の
凍
結
壊
死
を

利
用
し
た
冷
凍
手
術
器
で
あ
る
。
同
手
術
器
で

は
高
圧
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
を
使
用
し
、
ジ
ュ
ー
ル
・

ト
ム
ソ
ン
効
果
に
よ
っ
て
ニ
ー
ド
ル
の
先
端
部

に
凍
結
領
域
を
作
り
出
す
。Ｍ
Ｒ
Ｉ
対
応
の
ニ
ー

ド
ル
は
１・
５
㎜
径
で
出
血
を
最
小
限
に
抑
え
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
ガ
イ
ド
下
で
経
皮
的
な
穿
刺
が
可
能
で

あ
る
。
経
皮
的
に
ニ
ー
ド
ル
を
標
的
部
位
ま
で

穿
刺
し
、
急
速
冷
凍
と
解
凍
を
繰
り
返
す
こ
と

で
周
辺
組
織
の
細
胞
破
壊
、
組
織
障
害
を
起
こ

し
て
腫
瘍
細
胞
を
壊
死
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

凍
結
治
療
の
現
状
と
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

岩
本
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｒ
Ｆ
Ａ
や
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
な
ど
、
他
の
局
所
療
法
と

画像診断を行う放射線診断科 副科長の岩本誠司氏。同院では 24 時間体制で脳
卒中の検査業務に対応、脳卒中センター等との医療連携を実現している

冷凍手術器「CryoHit」。徳島大学病院では、CTガイド下、
MRIガイド下での凍結治療を推進するために同手術器を導入。
放射線診断科の岩本氏を中心に、治療チームを結成し、今年
度中に臨床を開始する予定であるという

受
診
者
に
対
す
る
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
る
た
め
、
静

音
化
を
進
め
る
必
要
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
先
ほ

ど
述
べ
た
小
児
に
対
す
る
検
査
で
は
大
き
な
問

題
と
な
り
ま
す
し
、
高
齢
者
の
患
者
さ
ん
で
も

気
に
す
る
人
は
思
い
の
外
多
い
で
す
。

　

機
能
面
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で
も
定
量
的
な
評
価

が
試
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
定
量

性
の
安
定
化
、
つ
ま
り
再
現
性
の
高
さ
が
要
求

さ
れ
て
く
る
で
し
ょ
う
」

　

今
後
の
「T

RILLIU
M

 O
V

A
L

」
の
利
用
に

つ
い
て
、
原
田
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
フ
ル

活
用
し
、
新
し
い
機
能
検
査
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
で
す
ね
。
脳
卒
中
関
連
で
言
え
ば
、
頭
部

の
血
流
や
、
酸
素
代
謝
な
ど
神
経
細
胞
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
関
連
す
る
機
能
検
査
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
定
量
的
磁
化
率
マ
ッ
ピ
ン
グ

技
術（
Ｑ
Ｓ
Ｍ
：Q

uantitative Susceptibility 
M

apping

）
や
拡
散
強
調
画
像
の
応
用
で
あ
る

拡
散
尖
度
画
像（
Ｄ
Ｋ
Ｉ
：D

iffusion K
urtosis 

Im
aging

）
に
加
え
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
髄
鞘
化
、

白
質
病
変
の
定
量
的
評
価
な
ど
を
加
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」

　

放
射
線
診
断
科
に
つ
い
て
も
、
原
田
氏
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
今
後
の
展
望
を
語
る
。

「
私
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
神
経
領
域
の
画
像
診
断
を

専
門
と
し
て
い
ま
す
が
、
教
室
全
体
は
オ
ー
ル

ラ
ウ
ン
ド
な
診
療
が
で
き
る
体
制
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

徳
島
県
内
に
大
学
病
院
は
当
院
し
か
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
、
当
院
で
放
射
線
診
療
に
関
す
る

全
て
の
こ
と
を
標
準
レ
ベ
ル
以
上
に
実
施
で

き
る
よ
う
に
す
る
教
育
体
制
お
よ
び
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
特
に
学
生
教
育
を
充
実
さ
せ
た

い
で
す
ね
。

　

折
角
当
院
に
残
っ
て
く
れ
た
医
師
が
、
外
に

向
か
っ
て
自
慢
で
き
る
技
能
・
技
術
を
身
に
着

け
て
欲
し
い
で
す
し
、
そ
れ
が
で
き
る
放
射
線

科
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
ボ
ア
と
着
脱
式
寝
台
を
活
用

安
全
で
患
者
に
優
し
い
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
を
実
施

ま
だ
機
能
診
断
は
Ｃ
Ｔ
よ
り“
上
”

高
速
撮
影
と
機
能
診
断
技
術
進
展
に
期
待

放
射
線
部

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
今
後

徳
島
県
初
の
冷
凍
手
術
器
導
入

腎
が
ん
以
外
の
臨
床
活
用
を
目
指
す

冷
凍
手
術
器
「C

ryoH
it

」
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